
O
諾
士
諸
奉
行

御
預
地
方
奉
行
政
作
奉
行
定
検
地
奉
行
表
御

納
戸
奉
行
御
武
具
奉
行
御
弓
矢
奉
行
御
餓
飽

奉
行
玉
築
奉
行
内
作
事
奉
行
江
戸
御
作
事
方

奉
行
外
作
事
奉
行
小
作
事
奉
行
仮
批
奉
行

呉
服
部
中
行
料
紙
奉
行
大
鋭
奉
行
諸
方
御
土
臓

奉
行
金
銀
入
主
奉
行
役
銀
奉
行
出
銀
務
餓
奉

行
小
説
奉
行
堂
形
奉
行
御
普
強
制
曾
腕
道
具
調

奉
行
御
普
務
曾
腕
道
具
渡
奉
行
抑
揚
道
具
渡
奉

行O
議
所
諸
奉
行
諸
役

宮
腰
町
奉
行
小
松
町
奉
行
所
口
町
奉
行
魚
禄

町
奉
行
商
附
町
挙
行
境
潜
行
加
州
御
部
奉
行

嘱
波
射
水
御
泌
奉
行
新
川
御
部
奉
行
能
州
御
榔

奉
行
宮
臨
御
諦
米
奉
行
本
音
撰
裁
許
宇
出
津

山
奉
行
吉
久
御
訪
米
単
行
新
庄
金
山
裁
許
能

美
郡
御
代
官
腕
口
御
代
官
東
岩
瀬
御
代
官
新

川
部
之
内
御
代
官
別
宮
口
留
御
用
木
滑
ロ
留
御

用
河
原
山
口
留
御
用

O
諸
揚
諦
櫛
日

公
事
揚
御
桜
日
御
算
用
揚
御
織
目
御
哲
前
曾
防

御
横
目
御
作
事
腕
横
目
曾
所
御
杭
日
制
揚
御

横
目
皐
校
御
櫛
目

O
平
士
絡
役

御
勝
手
方
御
用
ご
御
丸
御
鹿
式
御
用
建
金
谷
御

厨
式
御
用
意
江
戸
御
蹟
式
御
用
人
御
年
寄
中
席

執
怒
京
都
御
屋
敏
詩
人
大
坂
御
屋
数
諸
人
三

十
人
組
顕
御
茶
堂
顕
御
坊
主
頭

へ
イ
シ
キ
兵
式

4
セ
イ
ヨ
ウ
ヘ
イ
ジ
キ
西

洋
兵
式
。

へ
イ
シ
ナ
ミ
卒
士
並
卒
士
閲
等
の
符
越
を
受

け
る
者
で
、
御
射
手
・
御
異
風
・
御
馬
役
・
新
番
小
頭
・

三
十
人
頭
・
御
儒
者
・
御
留
者
・
御
茶
堂
頭
・
御
坊
主

ヘ
イ
l

ヘ
キ

顕
・
御
隠
匠
小
頭
・
御
歩
小
顕
・
定
番
御
歩
小
頭
・
御
料

理
頭
・
御
細
工
者
小
頭
・
町
同
心
等
が
是
で
あ
る
。
叉

新
番
組
の
者
は
公
式
に
は
御
歩
で
あ
る
が
、
器
内
で

は
卒
士
磁
の
待
錨
を
受
け
た
。

へ
イ
ジ
ヤ
ノ
ゴ
シ
ヨ
瓶
子
屋
の
御
書
文
明
言

年
か
ら
五
年
ま
で
の
聞
に
成
っ
た
謹
如
上
人
の
御
文

十
四
泊
を
、
下
関
恕
崇
の
お
じ
た
も
の
で
、
そ
の
奥

容
に
は
『
子
時
文
明
第
五
九
用
サ
三
日
に
、
藤
島
郷

之
内
林
郷
趨
勝
寺
に
お
い
て
、
こ
の
端
替
を
建
崇
所

望
の
あ
い
だ
、
同
ご
十
七
日
申
之
刻
に
い
た
り
て
筆

を
そ
め
を
は
り
ぬ
。
穂
諮
如
』
と
あ
る
J

も
と
珠
洲

郡
正
院
の
旗
子
屋
と
い
ふ
民
家
に
賊
す
る
腕
で
、
天

正
十
五
年
四
局
旗
子
屋
拙
悶
採
三
郎
の
副
本
が
あ
っ

た
。
顕
子
屋
は
蓮
崇
の
後
商
で
あ
る
と
も
い
ふ
。
今

こ
の
御
文
は
岡
地
商
光
寺
の
有
に
蹄
し
て
ゐ
る
が
、

筒
紹
子
屋
の
御
設
と
い
は
れ
る
。

ベ
イ
シ
ョ
ウ
カ
イ
シ
ヨ
米
商
曾
所
一
に
中
貿

座
と
も
呼
び
、
金
部
十
聞
町
南
側
の
入
口
に
あ
っ
た
。

金
樽
町
奉
行
の
支
配
で
、
町
役
人
及
び
中
貿
肝
煎
を

し
て
管
理
せ
し
め
、
務
の
錦
米
及
び
務
士
の
知
行
米

を
上
場
資
質
し
た
。
中
に
も
七
用
・
十
周
の
雨
季
は
、

諸
士
の
知
行
米
を
質
却
す
る
例
で
あ
っ
た
か
ら
、
加

越
能
の
各
地
か
ら
醜
米
を
貿
求
め
に
出
石
も
の
が
多

か
っ
た
。
そ
の
取
次
を
す
る
商
人
が
厨
鵡
申
貿
で
、

口
銭
を
得
て
資
質
の
こ
と
に
笛
っ
た
。
こ
の
場
所
に

米
穀
取
引
所
の
あ
っ
た
こ
と
は
昭
和
十
四
年
の
駿
止

に
及
ぶ
。

内
イ
シ
ン
セ
ン
タ
丙
辰
千
旬
一

mm。
有
様
武

貞
が
事
保
十
五
年
九
用
十
日
よ
り
宇
身
不
随
の
病
に

倍
っ
た
の
で
、
百
前
十
容
の
漣
献
を
も
の
し
、
元
文

丙
辰
霜
且
サ
二
日
之
を
玉
泉
寺
天
諸
富
に
奉
り
て
卒

怒
を
祈
っ
た
も
の
で
あ
る
。

へ
イ
ソ
ウ
シ
ユ
ウ
弊
簿
集

一
加
。
屋
山
林
翼

の
詩
集
で
、
嘉
永
四
年
陶
蔚
長
井
寛
卿
の
序
、
弘
化

丁
来
三
休
渡
遜
栗
の
序
、
事
和
元
年
柴
野
栗
山
の
作

っ
た
屋
山
の
墓
誌
が
附
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
本
替
の
附

録
に
屋
山
の
仲
子
勉
田
商
粛
の
静
稿
が
あ
り
、
そ
の

首
に
天
保
十
五
年
諸
問
鳳
卿
の
勉
回
商
蹄
入
十
賀
穂

叙
が
載
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
界
紙
に
砲
松
庵
磁
と
あ
っ

て
、
指
田
氏
の
自
費
出
版
で
あ
る
。

へ
イ
ソ
ウ
ヤ
ワ
敵
窓
野
話
一

mm。
文
化
民
医

の
作
で
、
将
軍
・
務
侯
・
諸
士
等
の
言
行
を
記
す
る
。

加
賀
務
士
の
著
で
あ
ら
う
。

へ
イ
タ
カ
ト
号
卒
骨
男
知
畠
山
氏
の
重
臣
。
総

知
の
子
で
あ
ら
う
。
隠
代
古
案
天
正
三
年
・
同
四
年

の
文
書
に
卒
加
賀
守
高
知
が
あ
り
、
鳳
軍
部
諸
橋
文

書
天
正
八
年
の
も
の
に
加
賀
守
発
知
が
あ
っ
て
、
同

人
と
思
は
れ
る
。
し
か
し
栗
線
庵
文
書
年
不
祥
に
加

賀
守
誌
知
と
あ
忍
か
ら
、
隠
代
古
案
の
高
知
は
手
形

の
類
似
に
よ
っ
て
喬
知
を
謀
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
発

知
に
は
叉
新
左
衛
門
尉
と
記
し
た
天
文
廿
三
年
の
栗

腕
庵
文
書
も
あ
る
放
に
、
発
知
・
祷
知
・
発
知
と
名
を

艶
へ
た
の
で
あ
ら
う
。

へ
イ
ダ
=
卒
谷
荷
北
部
津
幡
の
内
の
小
字
。

ヘ
イ
フ
サ
ト
モ
卒
鵠
知
畠
山
氏
の
重
臣
。
栗

疎
庵
文
書
天
文
二
十
年
七
周
五
日
附
の
も
の
に
、
平

加
賀
守
総
知
在
判
の
も
の
が
見
え
る
。

A

ブ
イ
モ
ン
閉
門
務
政
の
時
、
士
人
に
非
行
が

あ
っ
て
も
、
そ
の
程
度
知
行
被
召
放
に
及
ば
ざ
る
時

は
、
多
く
閉
門
の
磁
分
を
受
け
た
。
叉
そ
の
罪
死
刑

に
詰
る
の
で
あ
る
が
、
偶
故
に
曾
し
た
矯
に
閉
門
に

代
へ
ら
れ
た
例
も
あ
る
。
閉
門
は
居
宅
の
門
戸
を
鎖

し
て
交
通
を
遮
断
す
る
を
い
ふ
の
で
、
食
料
を
も
公

然
入
れ
し
め
な
か
っ
た
か
ら
、
親
類
か
ら
賄
は
ね
ば

な
ら
な
か
っ
た
。
寛
文
の
頃
の
法
令
に
、
閉
門
は
知

行
・
扶
持
共
に
之
を
給
せ
ぬ
と
見
え
、
宥
兎
の
後
は

圃

暫
く
滋
鼠
を
命
ず
る
と
共
に
誠
知
ず
る
例
で
あ
っ

た
。
般
に

E
磯
の
者
の
閉
門
に
は
、
そ
の
家
臣
に
絶

縁
の
も
の
を
出
す
践
が
あ
り
、
叉
関
門
中
死
去
し
た

時
に
は
家
断
絶
し
た
。

へ
キ
ウ
ン
ジ
思
雲
寺
鳳
至
都
中
谷
内
に
在
っ

て
、
奨
宗
東
訴
に
臆
す
る
o

A

ブ
キ
ガ
ン
シ
ユ
ウ
翠
蟻
集
ハ
一

ν
一
夜
碧
鰻
集

!
石
川
郡
大
莱
寺
腕
載
。
二
加
一
巻
。
留
洞
宗
の
璽

賓
と
し
て
儒
へ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
宋
に
入
っ
た

道
元
が
、
安
貞
ご
年
一
周
締
に
蹄
朝
す
る
時
、
念
に

之
を
笹
潟
し
よ
う
と
し
、
自
ら
八
十
則
ま
で
僚
を
執

り
、
以
下
は
白
山
静
が
援
助
し
、
一
夜
に
し
て
成
っ

た
と
停
へ
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
道
元
の
欝
践
で

あ
る
こ
と
に
就
い
て
は
疑
を
挟
ま
れ
る
。
も
と
永
平

寺
の
所
磁
で
あ
っ
た
の
を
、
そ
れ
が
康
隠
乙
酉
F

貞

和
元
〉
大
莱
寺
に
移
さ
れ
た
こ
と
は
、
現
に
同
寺
に

有
す
る
明
崎
議
哲
の
替
に
よ
っ
て
知
り
得
る
。
面
山

端
芳
は
こ
の
碧
巌
録
に
就
い
て
、
『
今
琉
布
の
本
と
は

別
な
り
。
仰
呆
碧
巌
桜
関
紫
節
と
題
し
て
序
も
股
も

な
し
。
議
示
の
次
に
本
則
と
額
と
磁
ベ
て
.
者
総
は

常
の
如
し
。
次
に
本
則
の
評
と
額
の
静
雄
ぶ
。
文
宰

も
涜
布
の
本
と
は
少
異
あ
り
。
』
と
記
し
て
ゐ
る
。

。
一
〉
総
持
寺
版
碧
巌
集
!
?
容
。
鳳
至
郡
飽
持
寺
に

於
い
て
開
板
せ
ら
れ
た
も
の
で
、
そ
@
開
板
は
貞
治

年
中
か
と
蛾
測
せ
ら
れ
る
。
そ
の
廊
左
匡
廓
欄
外
に

は
、
『
本
朝
能
州
総
持
部
寺
盤
鴻
。
』
最
後
の
頁
に
は
白

宰
を
以
て
、
『
施
中
一
策
林
総
繁
庵
主
』
、
第
三
容
最
後

の
頁
に
は
亦
陰
刻
自
害
で
、
『
前
総
持
承
天
大
和
街
奉

報
御
思
也
。
』
と
あ
る
。
そ
の
承
天
大
和
簡
は
珠
農
道

珍
を
意
味
す
宕
。

へ
キ
ガ
ン
シ
ユ
ウ
ソ
ウ
ケ
ツ
憩
盤
集
締
訣
一

加
。
大
莱
寺
侮
来
の
什
貫
一
夜
磐
越
集
の
来
隠
を
載

せ
た
も
の
。
嬬
州
の
沙
門
調
調
の
撰
述
。

七
三
七


